
１．数値目標による評価 達成

目標値の達成度（100％未満） 未達

145,760 人

150,262 人

39,380 人

55,051 人

880 件

1,112 件

17,383,000 円

23,596,033 円

達成

目標値の達成度（100％未満） 未達

14,102 人

34,559 人

15 校

24 校

89 校

98 校

10,000 点

24,620 点

206 件

244 件

274,391 件

573,784 件

80 ％

85 ％

80 ％

89 ％

評価

昨年度実績88％

達成

達成

特記事項

基準値：822件　目標参考値：879件

基準値：36,899人　目標参考値：39,371人

基準値：145,754人　目標参考値：145,754人
1 利用状況

評価
目標値の設定根拠

特記事項
視点 項目

＊当該年度予算計上額

評価基準

年間レファレンス
対応件数

達成

昨年度実績64％

年間入館者とアウト
リーチ参加者数

指標
目標値

達成値

目標値の達成度（100％以上）

（１）全館共通項目

評価基準

昨年度実績による

達成

観覧料および事
業等収入額

利用状況
常設展観
覧者

利用者数

年間ＨＰアクセス
件数

達成

達成

4 達成

指標

経営努力

2

3 広聴・広報
事業情報
の発信

利用状況

目標値

昨年度実績による

達成値

対マスコミ情報
発信件数

年間常設展観覧
者数

資料管理 資料点検

項目

達成

観覧者
特別展・企画展
の観覧者数

4

団体利用
学校団体の博物
館利用校数

達成

6

達成8 満足度

3

5 利用状況

　平成２９年度博物館施設評価集計シート　（３月末最終）

7 満足度
常置アン
ケート

アンケートでの
常設展満足度

達成

利用状況

達成2

年間の点検資料
数

情報提供
サービス

昨年度実績による

企画展・特別
展アンケート

出前授業の実施
校数

出前授業

資料点検年次計画による

昨年度実績による

アンケートでの企画
展・特別展満足度

1

情報提供
サービス

特別展・企
画展

各特別展・企画展の目標観覧者数の合計

施設名　歴史と民俗の博物館　

目標値の達成度（100％以上）

学校利用

（２）館別独自項目

視点
目標値の設定根拠

学校利用
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35人 総予算額

25人 （人件費を除く）

事業経費

（上記の内数）

特定財源予算額

（うち観覧料収入） （9,060,950円）

収蔵資料総点数
（H29.3末現在） 78,833,000円

職員数

１　博物館活動のベースとなる資料の収集、調査研究、保存管理体制の推進
　（１）文化遺産調査活用事業の実施と保存管理体制の推進
　　　①「無形民俗文化財調査研究事業　巡り・廻りの民俗行事」調査の実施
　　　②「歴史遺産調査研究事業　『新編武蔵風土記稿』総合調査」の実施
　（２）計画的に資料の点検及び保存状態の確認を行いつつ、保存環境の整備も推進
２　2020東京オリンピック・パラリンピックに向けた取り組みとインバウンド対応
　（１）太平記絵巻　巻第十の修復
　（２）オリ・パラに向けた事業及び環境整備等を検討するため、館内に３つのワーキンググループを設置
　（３）「世界盆栽大会 in さいたま」への出展
　（４）「兜をかぶろう」など外国人来館者向け事業の実施や、訪日教育旅行・在住外国人モニターツアー等の受入
　（５）文化庁の補助金を活用した、ミュージアムヴィレッジ大宮公園（MVO）連絡協議会による多言語化事業の実施
３　「埼玉ならではの価値」を発信する魅力的な特別展・企画展の開催
　（１）企画展「縄文の空間」「くらべる古美術」、特別展「上杉家の名刀と三十五腰」「明治天皇と氷川神社」の開催
４　魅力的な常設展の運営と収蔵資料の活用
　（１）収蔵資料を有効に活用して月ごとの展示替えを実施
　（２）民俗展示室の全面リニューアル
５　学校教育との連携強化
　（１）各市町村教育委員会主催による教員の年次研修の受入
　（２）夏休みの宿題向けに、夏休み自由研究教室を開催
６　他施設や民間企業との連携強化
　（１）各展覧会ごとに、他の博物館・美術館・図書館等と共催・連携した事業を展開
　（２）特別展「上杉家の名刀と三十五腰」における、PC＆スマホアプリゲーム「刀剣乱舞」とのコラボレーション事業の実施
　（３）MVO連絡協議会の９施設による連携事業の実施

（学芸員数）

平成28年度

（注）平成２９年４月１日現在の埼玉県推計人口は7,294,490人である

（平成28年度）

（平成28年度）

１　博物館活動のベースとなる資料の収集、調査研究、保存管理体制の推進
２　2020東京オリンピック・パラリンピックに向けた取り組みとインバウンド対応
３　「埼玉ならではの価値」を発信する魅力的な特別展・企画展の開催
４　魅力的な常設展の運営と収蔵資料の活用
５　学校教育との連携強化
６　他施設や民間企業との連携強化

　今年度は、1月末まで他の項目は目標値を達成したものの、利用者数については伸び悩んでいたが、3月の気候温暖により桜の
開花が早まり大宮公園が賑わったことで利用者増となったため、「数値目標による評価」のすべての項目が「達成」となった。
　特に、観覧者数、観覧料及び事業等の収入額は、いずれも目標値を大きく超えており、その要因としては下記の３点が考えられ
る。
○特別展・企画展がいずれも好評だったため、観覧者数の増加が観覧料収入の増加につながり、図録等の販売数も伸びた。
〇ゆめ・体験ひろばを利用する一般団体数、学校団体数、また出前授業数は、ともに昨年度実績を上回った。
○通常体験メニューの体験者も増加し、売上も伸びた。
○広報としては、ホームページやSNSを通じて例年以上に情報を発信したことにより、メディアに掲載される件数が増えた。
○資料の保存・管理に関しては、年間を通じて計画的に全職員でＩＰＭと資料確認作業を行っており、安定した保存環境を維持でき
　た。

2.00%

職員一人あたりの県民人口

利用者一人あたりのコスト
730円

109,624,000円

17,383,000円

124,418点

基礎データ

収集資料点数

20.3万人

532点

年度内に取り組んだ重点事業、新たな取り組み等

県民人口に対する利用者割合
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２．全館共通項目チェックリスト
　　　　　　歴史と民俗の博物館

項目 チェック内容 評価（Ａ～Ｃ） 備考

完了または順調に進捗していて問題がない状態
着手状態乃至課題が残されている状態

評価基準

未着手状態

① 資料の収集方針、収集計画を策定しているか A
資料収集方
針

② 収集方針、収集計画に基づき資料収集を行っているか A
収集点数
  20件623点

③ 特色あるコレクションの形成に努めているか A
埼玉県関
係資料

④ 有形資料に限らず、映像資料や情報資料等も積極的に収集しているか A 巡り・廻りの民俗
行事調査

⑤ 収集した資料についての調査を実施し、調書を作成しているか A 作成済

⑥ 客観的な評価を経て購入・受け入れをしているか A 資料評価会
議開催

⑦ 規定の資料台帳を整備し、資料を登録しているか A 収蔵資料管
理台帳による

⑧ 規定の収集資料ラベルを設け、資料に添付しているか A 同上

⑨ 資料の基本データ記録を作成し、管理しているか A 同上

⑩ 収集時に資料の殺虫処理・クリーニングを適切に行っているか A 同上

① 収蔵・展示資料の保存管理に関する要項が整備されているか A 収蔵資料管
理要項

②
収蔵・展示資料の保存管理に関する要項を職員に周知し、それに基づ
いた資料の保存管理を実施しているか A ＩＰＭ委員会の開

催（年２回）

③
ＩＰＭの考えに基づいた資料の保存管理について、最新情報の収集や
研修を行っているか A ＩＰＭ研修の

実施（月２回）

④ 資料特性に即した適切な収蔵施設を整備しているか A ＩＰＭ及び空
調管理等

⑤ 収集資料の清掃・修理等を適切に行っているか A
月２回実
施

⑥
有害生物・室内ガス・光種等のモニタリングを実施し、その結果に基づ
き適切な対処をしているか A

月１回実
施

⑦ 資料の殺虫・殺菌処理を適切に行っているか A 燻蒸・忌避剤
散布の実施

⑧ 温湿度の日常的な管理・記録化等を行っているか A
通年測定及
び記録化の
実施

⑨ 光量の管理を適切に行っているか A
適正照明具の使
用、資料別光度測
定

⑩ 資料の所在確認作業を定期的に行っているか A 月２回資料点検を
実施

⑪ 資料の劣化状況を定期的に確認しているか A
月2回のＩＰＭ作
業・資料点検時等
に確認

⑫
資料の修復や保存処理等の措置を計画的かつ必要に応じて行ってい
るか A

刀剣手入れ
等

⑬ 借用資料・寄託資料の更新手続きは適正に行われているか A 承諾書等の定期
的更新を実施
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⑤

⑥

⑦

⑧

項目 チェック内容 評価（Ａ～Ｃ） 備考

⑭ 資料のデータベースを整備するとともに、情報を適宜更新しているか A 収蔵資料
データベース

⑮ 収蔵庫の入退室管理簿を整備するとともに、適正に管理しているか A 収蔵資料管
理要項による

⑯ 収蔵資料の出納簿を整備するとともに、適正に管理しているか A 同上

⑰ 収蔵庫の鍵を適正に管理しているか A 同上

① 収蔵資料の活用に関して規程・手続きを整備しているか A
資料特別利用、資
料館外貸出規定
等

② 収蔵資料の活用に関する手続き等を公開しているか A
申請書等の
ＨＰ公開

③ 収蔵資料を展示に活用しているか A
活用点数
591点

④ 収蔵資料の館外貸し出しに適切に対応しているか A
貸出点数
22件141点

A 利用点数
129件395点⑤

収蔵資料の特別利用（熟覧・撮影等・原板利用等）に適切に対応してい
るか

⑥
資料の基礎情報・解説付目録（紙・電子）を適宜作成・更新・公開してい
るか A

25年3月公
開

③ 展示室内に監視員や監視カメラ等を配置しているか A 監視員・警備
員の配置

⑦ 収蔵資料をホームページ等で紹介・更新しているか A 適宜更新

② 展示関連のサイン・パネル等がわかりやすいか

展示情報を適宜修正・更新しているか A 適宜実施

A 空調・露光・設置・
観覧者との接触等

④

展示設備等を適宜点検しているか A 開館・閉館時
の巡回点検

展示ガイド等を作成しているか A
解説リーフレットを
充実させることに
移行

解説リーフレット等を作成しているか A
展示室ごとに
作成、配布

展示解説等を適宜実施しているか A
ボランティアガイド
学芸員展示解説

⑨ 観覧者アンケートを実施し、満足度等を測定しているか A 来館者アン
ケート

⑩ アンケート結果に基づいた展示改善を実施しているか A
アンケートの集計・
分析により適宜対
応

⑪ 県民に対し展示情報を適宜発信しているか A ＨＰ、月別イベント
チラシ等

① 事業情報を利用者に広く発信しているか A ＨＰ、SNS、月別イ
ベントチラシ等

② 多様な媒体による参加申し込み方法を用意しているか A 電話、葉書、
電子申請

③ 多様な参加者を想定したプログラムを用意しているか A 体験メニュー及び
特別体験メニュー

④ 参加者に対しサポート体制を整備しているか A
体験ボランティアの養
成・配置、外部講師に
よる講座の実施

A
視認性を考慮した
サイン・パネルの
設置

① 資料の展示環境を適切に管理しているか
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項目 チェック内容 評価（Ａ～Ｃ） 備考

⑤ 事業実施にあたり参加者の安全に配慮しているか A 用具の管理及び
注意喚起

⑥ 参加者を対象としたアンケートを実施し、満足度等を測定しているか A 参加者アン
ケートの実施

⑦ アンケート結果に基づいてプログラムの開発・改善を行っているか A
既存プログラムの
改良改善、新規開
発の調査等を実施

⑧ 来館者用の図書・情報コーナーを設けているか A 学び文庫

⑨ 学芸員実習やインターンシップの学生を受け入れているか A 学芸員実習、イン
ターンシップ

① ボランティア制度を導入しているか A
展示解説ボラン
ティア・体験ボラン
ティア

② ボランティアの活動に関する規程が整備され、適切に運用されているか A ボランティア設置
要綱、活動細則

③ ボランティアの募集・認定の規程が整備され、適切に運用されているか A ボランティア設置
要綱、活動細則

④ ボランティアの研修システムが確立され、適切に実施されているか A ボランティア研修
会、定例会の開催

⑤ ボランティアの活動成果が公開されているか A 館ＨＰで公開

⑥ 友の会、ＮＰＯ等が館事業に参加する機会を設けているか A
友の会共済事業、
ゆめ・体験ひろば
イベント

⑦ 地域社会で実施されるイベント等に館として積極的に関わっているか A 大盆栽祭り、
区民祭り

① 調査研究テーマを定めているか A 要覧等に明示

② 調査研究のための予算措置等に努力しているか A 文化遺産調査活
用事業の実施

③
調査研究活動を遂行するために必要な専門研修に参加し、館内に情
報提供しているか A 学芸員研修体系

に基づき実施

④
収集している資料に関連する専門分野についての調査研究に取り組ん
でいるか A

無形民俗文化財・
歴史遺産の調査、
紀要執筆他

⑤
資料の保存・管理、展示・教育普及、博物館経営等の博物館学分野で
の調査研究に取り組んでいるか A

研修への参
加等

⑥
地域貢献の視点から、館の所在する周辺地域や地域資料についての
調査研究に取り組んでいるか A

無形民俗文化財・
歴史遺産の調査、
紀要執筆他

⑦ 学芸員個々の専門分野についての調査研究に取り組んでいるか A 紀要執筆他

⑧ 他館や他機関との間で共同研究等を行っているか A ミュージアムフォーラ
ム他

⑨
調査研究の経過や成果を、さまざまな媒体・方法（著作物、展示、講
演、研究発表等）で公開しているか A 歴史民俗講座、紀

要執筆

⑩
調査研究の成果を、社会貢献の視点から国、市町村、地域社会等にさ
まざまな形で還元しているか A

県政出前講
座他

① 施設の維持・改善についての計画を策定しているか A 優先順位と予算を
もとに検討

② 展示室、収蔵庫などで耐震対策を行っているか A テグス留め、
ネット掛け他

③ 危機管理マニュアルを整備しているか A 29年2月改訂

④ 防災・救急訓練等を定期的に実施しているか A
消防訓練、地震訓
練及び救命講習を
実施

⑤
休憩コーナー、授乳コーナー、喫茶コーナー等を設置または状況により
対応しているか A 無料スペース

に設置

⑥ レンタル用の車椅子、ベビーカーは整備されているか A 車椅子８
ベビーカー２
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項目 チェック内容 評価（Ａ～Ｃ） 備考

⑦
バリアーフリー化など、改善必要箇所の把握のため自己点検を行って
いるか A 施設設備点

検の実施

⑧ 一般駐車場と障害者用駐車場を区別しているか A 障害者用２台
分

⑨
手すり、点字ブロック、音声ガイダンスなどユニバーサルデザイン化へ
の取り組みがなされているか A エレベーター、階

段昇降機の配備

⑩ 利用情報や館内サインはわかりやすく表示されているか A ピクトサインの採
用、サインの改修

⑪ 館内サインの英文標記など国際化への対応はとられているか B
一部対応している
が、未着手箇所あ
り

⑫ 利用実態に応じて開館時間を設定しているか A 夏季の延長
を実施

⑬
便益施設として利用者数に見合った施設・設備を確保しているか、また
は状況に応じて対応しているか A

団体のバス利用
は臨時駐車場を確
保

① 施設利用のための要項、マニュアルを策定しているか A 管理規則、様
式第３号

A ミュージアムヴィ
レッジ大宮公園他

② 施設利用のための情報を公開しているか A 館ＨＰに利用
案内を公開

③ 施設を一般の利用に提供しているか A 講堂・講座室

⑥ 地域や他施設・機関・学校等との連携を図っているか A 各種スタンプラ
リー実施

④ 施設を学校団体等の利用に提供しているか A 講堂・無料休
憩コーナー

⑤ 施設が地域の賑わい創造や活性化に活用されているか
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３．館別独自項目チェックリスト 
　　　　　　歴史と民俗の博物館

項目 チェック内容 評価（Ａ～Ｃ） 備考

評価基準
完了または順調に進捗していて問題がない状態
着手状態乃至課題が残されている状態

未着手状態

① 中・長期的な展示計画を策定し、特別展・企画展を実施しているか A 中期計画を
策定

②
県民ニーズや時代の要請を踏まえて、時宜を得た特別展・企画
展を開催しているか A アンケートの要望

を参考

③
調査研究成果の蓄積や、最新の学術情報を反映した特別展を
開催しているか A 新出資料の展示、

記念講演会開催

④
全国の博物館や文化財所有者との連携による特別展を開催し、
県民に日本の優れた文化遺産を積極的に公開しているか A 夏季特別展

秋季特別展

⑤ 模範的、先進的な展示手法を用いた特別展を開催しているか A
適正な展示環境
の確保、産業廃棄
物の縮減

⑥
展示観覧者アンケートにより満足度・ニーズを測定し、以後の展
示事業に活かしているか A

展覧会ごとに観覧
者アンケートを実
施

⑦ 展示観覧者の目標数を設定し、その達成に努力しているか A 展覧会ごとに
設定

⑧ 展示内容に則した弾力的な広報活動を実践しているか A 展覧会ごとに広報
先を選定

① 勧告・承認施設として資料を公開しているか A
国宝太刀・短刀、国宝
慈光寺経、重文熊野
神社境内古墳出土品
他

② 公開承認施設として資料を公開しているか A
重文東山遺跡出
土瓦塔・瓦堂、重
文三十六歌仙額
他

③
県内の博物館職員を対象とした研修会・見学会等を実施してい
るか A １１月に「刀剣手入

れ」研修を実施

④
県内の博物館施設を対象とした協力・支援事業を実施している
か A 埼博連会長館及

び事務局

⑤ 県外博物館施設との相互協力事業を実施しているか A 夏季特別展
秋季特別展

⑥ 県立博物館施設相互の連絡調整を図っているか A 総合調整推
進会議

①
地域の文化資源を活用した博物館ならではのプログラムを提供
しているか A

ものづくり工房体
験メニュー、特別
体験メニュー

②
埼玉の歴史や文化の理解につながるプログラムを提供している
か A

ものづくり工房体
験メニュー、特別
体験メニュー

③ いつでも、手軽に参加できるプログラムを提供しているか A ものづくり工房体
験メニュー

④ 世代間交流ができるプログラムを提供しているか A お囃子体験教室、
ベーゴマ教室他

⑤ 常設展示室と連携したプログラムを提供しているか A 展示室ワーク
シートの実施

⑥
多様なマンパワーが参画・協働できるプログラムを提供している
か A 昭和の原っぱ

イベント他

⑦ 地域と連携したプログラムを提供しているか A 特別体験事業

⑧ 学芸員の専門性をプログラムに反映しているか A ものづくり工房体
験メニュー

展示や公演をとおして県内の民俗文化財を県民に公開している
か A

有形民俗文化財
長板中型・青縞の
展示

① 県内の民俗文化財に関する資料の記録化に取り組んでいるか A 巡り・廻りの民俗
行事調査

②

④ 伝統文化継承者、伝統技術保持者の支援・育成に努めているか A 文化振興基金助
成審査委員

③
県内の民俗文化財の継承につながる講習会等を実施している
か A

民俗芸能講習会
「江戸里神楽おか
め・ひょっとこの
舞」
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完了A

89 1

１　平成29年度は、1月末段階で利用者数以外の項目は達成したものの利用者数は伸び悩んでい
　たが、3月の気候温暖により桜の開花が早まり大宮公園が賑わったことで利用者も増え、最終的
　には目標値を達成できた。今後は、年間を通じて安定した利用者数が維持できるよう努めたい。
２　インバウンド対策として、常設展コーナーの大型パネルの作成や見学しおりの多言語化等が未
　着手であること、また館サイドの受入体制が整っていない。

１　上半期に開催した企画展2回、下半期に開催した特別展2回は大変好評で、 観覧者数は目標
　値の2倍となった。特に特別展2回は有料観覧者の割合が高く、その結果として観覧料・図録に
　よる収入も上がった。
２　昨年度低かったアンケート集計による「常設展満足度」「企画展・特別展満足度」については、目
  標値を上回った。常設展については、観覧者が企画展と常設展を回遊するようにサインを工夫し
  たり、常設展の見どころをわかりやすく表示したことによると思われる。また、上杉展と連携した文
　書館の収蔵文書展や人物コーナー展示、  企画や展示内容、展示資料の質の高さが満足度を高
　めたと考えられる。
    さらに、アンケートでは、ボランティア解説に対する満足度も高くなっているため、ボランティアの
  対応が常設展の満足度を高める要因のひとつになっていると考えられる。
３　ゆめ・体験ひろばでは、学校などの団体利用数は、昨年度の受入数を超えた。
   しかし、 通常体験メニューの体験者数は伸び悩んでいるのが現状である。
４　インバウンド対応では、「第８回　世界盆栽大会 in さいたま」への出展等を通し、「集客」「誘客」
  に一定の成果があったといえる。

未着手C

0チェックリストによる評価

課題有B

0026チェックリストによる評価各館独自

１　全面リニューアルした民俗展示室や展示替えを行ったコーナーなど常設展示の魅力をPRするこ
　とで、集客を図る。
２　ゆめ・体験ひろばでの通常体験メニューの楽しみ方やその魅力を発信するとともに、新しい体験
　プログラムを開発して、利用者の裾野を広げ、利用者の増加を図る。
３　インバウンドに対応できるハード面・ソフト面の整備・充実に向け、館内で検討し、2020オリンピ
　ック・パラリンピックへの対応を図る。

平成２９年度　　博物館施設　　総合評価　　（３月末最終）　　　　

　　施設名　　　歴史と民俗の博物館

0数値目標による評価

未達

全館共通

達成

各館独自

自己評価総括

達成見込

4

8 0数値目標による評価

全館共通



１．全体に係る評価
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２．全館共通項目に係る評価

評

価
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評価結果に対するコメント

1.全館共通評価項目チェックリスト90項目のうち、A評価が89項目であり、博物館としての使命を充
　分に果たしているといえる。天候等によって利用者数が増減することをふまえ、年度別だけでなく
　中長期的な評価、質的な評価も大事にするべきであると考える。
2.唯一のＢ評価である「施設・アメニティー⑪館内サイン等の国際化への対応」で館内の英文表記
　などは、2020年を一つの目標として努力を重ねてもらいたい。
3.「スマホのアプリゲーム」とのコラボレーションは入館者の幅を広げることに予想以上の成果をあ
　げている。今後、こうした入館者がリピーターになることを期待している。
4.「常設展示」については、「埼玉ならではの価値」を新たに発信する試みとして民俗展示室の全
　面リニューアルと、館蔵資料を有効に活用して月ごとに展示替えを実施している点が高く評価で
　きる。
5.「特別展・企画展事業の実施」では、企画展・特別展が注目された結果として目標値を大幅に超
　える34，559人の観覧者数があり、高く評価できる。
6.「調査研究活動」では、「無形民俗文化財調査研究事業　巡り・廻りの民俗行事」調査、「歴史遺
　産調査研究事業　『新編武蔵風土記稿』総合調査」の実施が高く評価できる。
7.「施設の利活用」では、博学連携に関わる事業が高く評価できる。出前授業・学校団体利用とも
　昨年度実績を上回っており、教育委員会への周知の努力が結実したといえるだろう。

【委員からのご意見・当館の改善点⇒】
・ご意見：「健康長寿」と共に歩む博物館を推進してほしい。
⇒改善点：
　　①生涯学習の一環として当館ボランティアの学ぶ意欲をサポートし、その知識と経験を活動を通
　　　　して県民に還元してもらう。
　　②デイケア施設等から来館する利用者への周知や対応などを充実させる。
　　③民俗展示や現代展示を通した回想法による利用者の増加を図る。

・ご意見：職員数が減少したことでもあり、効率的な事業運営を実施してほしい。
  ⇒改善点：
　①館内の各種事業のうちＧＷ・夏休みなど繁忙期については担当の枠を超えた協力体制
　　作りに努める。
　②館内の既存事業を見直し、広報印刷物のweb版移行など効率的な運営を行う。
　③他の博物館や学校との連携を進め、展示の内容や企画・学習支援事業の充実をはかる。

・ご意見：より多くの学校が利用できるよう、関係機関にアピールしてほしい。
  ⇒改善点：
　①当館では毎年学校向けのパンフレット『授業に役立つ博物館活用ガイド』を作成し、各教育委員
　　会に配布し ている。今年度は「出前授業の実施校数」「学校団体の博物館利用校数」ともに昨
　　年度を約10校上回っており、多くの学校にご利用していただいている。今後とも続けていきた
　　い。
　②博物館としては、「主体的・対話的でより深い学び」等による学校との新たな連携の仕組みを
　　整えるなど、今後も学校サイドに積極的に働きかけ、連携を強化していきたい。


